北海道胆振東部地震被災者支援　添付資料（様式Ｂ）
	支援対象となる被災者

	被災者の支援ニーズ・生活上の課題
	

	
	ニーズ・課題の把握の方法
	

	
	本事業に参加する被災者数（見込み）
	

	期待される支援の効果
	避難生活の改善や生活再建への効果、又は、被災者と地域住民の交流促進の効果
	

	
	助成終了後の支援活動の継続予定、又は、支援効果が持続するための仕組み
	

	団体の支援活動の実績
	これまでの災害支援に対する取組
	

	
	その他の支援・ボランティア活動の実績（災害支援に限らない）
	

	支援に直接携わる人の名簿およびスキル※
	氏名
	スキル

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	助成を受けることができない場合、一部のみ助成となった場合の対応
	（該当する項目に○をつけて、必要事項を記入してください）
・一部助成の場合、事業を実施しない
・助成額が（　　　　　　　）円以上であれば事業を実施する
・助成を受けることができない場合でも、自己負担等により事業を実施する


※多人数の場合は主要なメンバーだけで結構です。


北海道胆振東部地震被災者支援　添付資料（様式Ｂ）＜記載例＞
	支援対象となる被災者

	被災者の支援ニーズ・生活上の課題
	被災者から、災害に関する情報が得られにくく、受けられる支援内容についてもよくわからないという声が多く、特に高齢者はSNS等の活用が難しいため、冊子等でまとまったものがほしいという意見がある。

	
	ニーズ・課題の把握の方法
	被災者への聞き取りや他の被災者支援団体の協力のもとアンケートを実施して把握。

	
	本事業に参加する被災者数（見込み）
	1,500名程度

	期待される支援の効果
	避難生活の改善や生活再建への効果、又は、被災者と地域住民の交流促進の効果
	災害支援に関する情報を得やすくなることで、今後の生活再建に役立ち、その意欲がわいてくる。
また、個別配布により、被災者の悩み相談を行うとともに、新たなニーズ把握にもつなげることができる。

	
	助成終了後の支援活動の継続予定、又は、支援効果が持続するための仕組み
	今回の助成によりデータを作成することで、安価に増刷することができる。また、冊子作成の際には企業広告などのスペースを確保して企業協賛を募り、１年に１回更新することで継続的に冊子の作成費用を確保することができる。

	団体の支援活動の実績
	これまでの災害支援に対する取組
	H23.8～市内での支援物資運搬作業
H23.10～被災地でのガレキや汚泥の撤去作業等
H24.7～子どもの夏休み時期の一時保養事業

	
	その他の支援・ボランティア活動の実績（災害支援に限らない）
	高齢者の外出や買い物支援、傾聴ボランティアなど

	支援に直接携わる人の名簿およびスキル
	氏名
	スキル

	
	札幌　太郎
	ヘルパー２級

	
	札幌　次郎
	小学校教諭

	
	中央　大介
	建築士１級

	
	北　花子
	保育士

	
	東　菊枝
	看護師

	
	南　三太
	ヘルパー３級

	助成を受けることができない場合、一部のみ助成となった場合の対応
	（該当する項目に○をつけて、必要事項を記入してください）
・一部助成の場合、事業を実施しない
・助成額が（　100,000　）円以上であれば事業を実施する
・助成を受けることができない場合でも、自己負担等により事業を実施する
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